
春
日
町
）
の
給
水
区
域
の
拡
張
、
さ
ら
に
国

庫
補
助
に
よ
る
錦
岡
、
沼
ノ
端
、
勇
払
、
錦

岡
公
営
住
宅
団
地
の
順
に
掘
り
抜
き
井
戸
の

「
簡
易
水
道
」
を
設
置
（
昭
和
48
年
ま
で
に

給
水
区
域
に
包
括
し
廃
止
）
す
る
な
ど
、
着

実
に
進
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
開
港
す
る
こ
と
と

な
る
工
業
港
に
将
来
を
託
し
て
い
た
市
は
、

工
業
の
発
展
と
企
業
の
誘
致
に
よ
っ
て
莫
大

な
人
口
増
を
見
込
む
こ
と
と
な
り
、
水
道
事

業
と
し
て
も
根
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
、
水
道
事
業
は
い
よ
い
よ
拡
張

の
時
代
へ
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
、
将
来
の
水
需
要
と
給
水
区
域

の
拡
張
の
た
め
、
新
た
に
水
源
を
勇
払
川
に

求
め
、
計
画
給
水
人
口
13
万
9000
人
、
１
日
最

大
給
水
量
４
万
4500
㎥
と
し
た
第
１
次
拡
張
事

業
に
着
手
し
、
昭
和
40
年
に
は
幌
内
系
の
施

設
に
加
え
、
高
丘
系
の
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
塩
素
滅
菌
の

み
で
給
水
し
て
い
た
創
設
時
の
水
道
も
、
高

丘
浄
水
場
の
緩
速
ろ
過
池
へ
と
合
流
さ
れ
、

日
量
４
万
4500
㎥
の
能
力
を
も
っ
て
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
49
年
に
は
港
の
拡
充
、
企

業
の
進
出
、
苫
小
牧
東
部
開
発
計
画
の
推
進

な
ど
に
よ
る
人
口
の
増
加
、
ま
た
下
水
道
の

普
及
と
環
境
整
備
な
ど
に
伴
う
水
量
増
が
予

測
さ
れ
た
こ
と
か
ら
計
画
給
水
人
口
20
万
6000

　

昭
和
27
年
５
月
、
苫
小
牧
市
内
の
一
部
に

水
道
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

60
年
を
迎
え
ま
し
た
。

上
水
道
計
画

「
飲
料
水
ハ
概
シ
テ
良
好
ナ
ラ
ズ
、
故
ニ
村

民
移
住
当
時
ハ
、
一
時
的
胃
腸
障
害
ヲ
来
タ

シ
、
下
痢
或
ハ
皮
疹
ヲ
発
生
ス
ル
者
多
シ
、

適
当
ノ
給
水
法
ニ
ヨ
リ
水
質
ノ
改
良
最
モ
必

要
ナ
リ
」
・
・
・
と
。

　

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
た
大
正
初
期
の
苫

小
牧
村
の
水
事
情
に
よ
り
村
会
に
打
ち
出
さ

れ
た
「
火
防
用
及
び
雑
用
水
の
水
路
設
置
計

画
」
は
、
工
期
を
含
め
正
式
に
決
定
さ
れ
た

も
の
の
、
資
金
不
足
か
ら
実
行
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。　

　

後
の
昭
和
５
年
、
新
た
に
上
水
道
計
画
と

し
て
約
９
ヶ
月
を
要
し
調
査
、
ま
と
め
ら
れ

た
「
苫
小
牧
町
上
水
道
調
査
書
」
は
、
北
海

道
帝
国
大
学
演
習
林
地
内
（
現
北
大
研
究

林
）
を
貫
流
す
る
幌
内
川
を
水
源
と
し
た
Ｂ

６
版
46
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
、
昭
和
６
年

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
計
画
給
水
人
口
１
万
6000
人
、

計
画
取
水
量
９
万
6000
立
方
尺
（
2671
㎥
）
、
総

工
事
費
29
万
円
で
、
水
道
特
別
会
計
と
し
て

経
理
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
財
政
計
画
が

立
て
ら
れ
行
政
報
告
さ
れ
た
も
の
の
、
第
１

次
世
界
大
戦
後
の
不
況
と
関
東
大
震
災
に
よ

る
金
融
恐
慌
の
時
代
を
迎
え
、
全
額
を
起
債

と
補
助
金
で
賄
う
上
水
道
建
設
事
業
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
布
設
は
非
常
に
無
理
な
財
政
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
町
民
側
に
お
い
て
も
、
大
正
期
か
ら

急
速
に
発
達
し
た
「
竹
管
に
よ
る
掘
り
抜
き

井
戸
」
の
流
行
に
よ
り
、
さ
ほ
ど
困
ら
な
い

水
事
情
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
も
こ
れ
に

甘
ん
ず
る
結
果
と
な
り
、
つ
い
に
戦
前
に
お

い
て
は
上
水
道
の
実
現
を
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
書
は
本
格
的
か
つ
極

め
て
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
後
の
本
市
上

水
道
計
画
へ
の
重
要
な
資
料
と
し
て
受
け
継

が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
を
迎
え
た
苫
小
牧
町
は
、
戦
後
の
復

興
目
覚
し
く
、
昭
和
23
年
に
は
市
制
が
施
行

さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
と
し
て
の
必
要
条

件
で
も
あ
る
上
水
道
布
設
の
機
運
が
い
よ
い

よ
高
ま
り
、
昭
和
24
年
12
月
、
万
難
を
排
し

上
水
道
実
現
に
向
け
市
議
会
議
員
協
議
会
に

「
上
水
道
布
設
に
つ
い
て
」
の
協
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
書
は
も
ち
ろ
ん
、
先
人
の
苦
難
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
調
査
書
を
基
に
、
水
源
を

幌
内
川
に
定
め
、
計
画
給
水
人
口
２
万
8100
人
、

１
日
最
大
給
水
量
8100
㎥
、
工
事
費
１
億
1000
万

円
と
し
た
実
施
計
画
で
、
議
会
は
こ
の
計
画

に
対
し
全
員
一
致
を
も
っ
て
『
事
業
邁
進
』

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
頃
の
米
価
は
、
10
㎏
換
算

で
286
円
60
銭
で
し
た
。

上
水
道
新
設
工
事
の
着
工

　

こ
う
し
て
つ
い
に
長
年
の
懸
案
事
項
は
結

実
し
、
昭
和
25
年
１
月
、
厚
生
大
臣
に
提
出

し
た
「
上
水
道
新
設
工
事
認
可
申
請
書
」
は

同
年
８
月
に
認
可
さ
れ
い
よ
い
よ
事
業
着
工

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
27
年
５
月
、
市
内
の
一
部

（
東
は
旭
町
か
ら
西
は
弥
生
町
）
に
待
望
の

水
道
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
28
年
に

は
創
設
事
業
が
完
工
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
木
場
町
及
び
旧
緑
町
地
区
（
現
緑

町
、
音
羽
町
、
双
葉
町
、
住
吉
町
、
三
光
町
、

自噴する掘り抜き井戸

給
水
開
始
か
ら

給
水
開
始
か
ら
6060
年
を
迎
え
ま
し
た

年
を
迎
え
ま
し
た

－ 1 －


